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1. 研究背景・目的 

NaCl 型構造を取る VOx, TiOxは，x=1.0 において，

VOxでは V t2g軌道に電子が 3個，TiOxでは Ti t2g軌道

に電子が 2 個ある。x の値によらず Ti/V, O がともに

欠損しており，x=1.0 でもそれぞれ約 15 %程度の格

子欠損が存在する。x が増加すると格子定数は VOx

では大きくなるが TiOxでは小さくなる[1]。電気抵抗率

は x の増加によりいずれも増大し，磁化率は x の増

加によりいずれもキュリーワイス的な振る舞いに近

づいていく[1,2]。このように，物性については調べ

られているが，その電子構造については明らかにな

っていない。本研究では VOx, TiOxの電子構造を明ら

かにするために，単結晶試料に対する光学測定を行

った。 

 

2. 実験方法 

Floating-Zone 法により作製された VOx,(x=1.06, 

1.31)，TiOx (x=0.93, 1.06, 1.28)単結晶試料に対して，

光学反射率測定および pump-probe分光測定を行った。

光学反射率を Kramers-Kronig 変換することで光学伝

導度スペクトルを得た。光学伝導度や反射率変化が

どの電子構造に対応するのか確かめるために，

Lorentz モデルを用いたフィッティングを行った。 

 

3. 実験結果・考察 

図 1(a), (b)に VOx, TiOxの光学伝導度スペクトルを

示す。VOxでは 1 eV付近と，2~3 eVになだらかなピー

クがある。xが増加すると光学伝導度は 1 eV以下では小

さく，1 eV以上では大きくなる。TiOxでは 0.5 eV 付近に

ピークがあり，x の増加により 2~4 eV の光学伝導度

が減少する。Lorentz モデルによるフィッティングの

結果，TiOxは VOxに比べモット励起の強度が弱くギ

ャップ内励起が支配的であることが分かった。 

図 1(c), (d)に VOx, TiOxの pump-probe 分光測定によ

って得られた光誘起反射率変化スペクトルを示す。

VOx ではパルス光照射により反射率は低エネルギー側

で増加し，高エネルギー側で減少した。x が増加すると

反射率変化は大きくなり，反射率変化が 0になる波長が

低エネルギー側にシフトした。TiOxでは 2 eV 付近に反

射率変化の dip が見られ，x の増加により dip の位置

が高エネルギー側にシフトした。光学伝導度スペク

トルから得られた Lorentzian のパラメータを変化さ

せるフィッティングにより，VOx ではモット励起が抑

制されギャップ内励起が発達すること，TiOx ではモット

励起は変化せずギャップ内励起の幅が広がることが

分かった。これは，VOxがより電子相関が強いことと対

応する。また，VOx, TiOxいずれにおいても，x が増加す

るとパラメータの変化は大きくなることが分かった。このよ

うな VOx, TiOxにおける x依存性には，格子欠損の乱れ

の影響が大きいと考えられる。 
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図 1. (a)VOx, (b)TiOxにおける光学伝導度スペクト

ル, (c)VOx, (d)TiOx における光誘起反射率変化ス

ペクトル 
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